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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

○ 絵本　山頭火 
画　平 井 光 典 
文　志 村 有 弘 

 
　だまって今日の草鞋穿く 
 
　亡き平井光典先生は、筑後市にお
住いのお医者さんであったが、画家、
作家、俳人と多彩なお顔の先生であ
った。山頭火の句に添えられた絵は
ほのぼのとして味わい深い。 
　志村有弘氏の解説にも妙味が漂っ
ていて、絵と句が賞味される。 
　踏みわける萩よすすきよ　山頭火 

○ そうだったのか！アメリカ 
池  上　彰（ホーム社刊） 

　池上彰氏はNHK「週刊こどもニュ
ース」で顔なじみの報道記者であっ
た。去る３月退職。11月の一燈大学
に講師で迎えたとき、この一冊を頂
戴した。講演は「ニュースを読む」 
　興味深く聞いたのは、国によって
異なる世界地図。わが国が世界の中
心。イギリス、アメリカ、みんな自
分の国がまんなかに位置する。宇宙
から見た世界地図だけが国境がなく、
緑と砂漠の色わけ。小、中学校の先
生たちに聴いていただきたい講演で
あった。この本では、アメリカの素
顔が見えてくる。 

私の稀覯本ノート　その15 
椎窓　猛 

 
　去る２月12日、柳川の福厳寺で催
された作家壇一雄供養祭に詣でた。
檀さん逝かれて早や30年という。青
春20歳そこらの齢、文学青年仲間の
真田宏と、東京石神井の壇邸に訪ね
た日がなつかしく思いだされるので
あった。真田宏は短篇集「凩物語」
一冊と、遺児二人をのこして急逝し
た。彼の短篇集を私は今に大切に所
蔵している。昭和30年の発行だから
50年余の時が流れている。 
　『出発してしまったＡ’』これも
永山一郎という山形県出身、へき地
山間の学校につとめながら小説を書
き、29歳でバイク転落死亡した作家
の遺稿集である。今、こうした夭折
の作家を語る人幾人か。 

（自分史図書館長） 

 
○ 歌集・若狭の海 

奥本　　守 
 
　歌集のあとがきに、「70年を回顧
して、〈自分史〉のような“年譜”
を添えました。」とある。奥本さん
は昭和６年、福井県遠敷郡瓜生村の
生まれ。21歳のころより短歌に親し
み、窪田章一郎先生のすゝめで短歌
結社「まひる野」会に入会。「五十
年耕し来たる田にあれど跡継ぎなけ
れば手放す外なし」農にいそしみ生
きてきた歌人の足跡がしのばれる歌
集。それにしても若狭の農歌人のうた
が、筑後野町のわが「自分史図書館」
の書棚に立てし運命もまたうたなり。 

天
心
の
春
日
を
背
な
に
登
美
子
歌
碑
立
ち
て 

小
さ
き
影
を
も
ち
た
り 

 

わ
が
庭
に
花
唇
を
開
き
笑
い
い
る
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
の 

白
き
花
群 

 

全
校
の
児
童
に
肩
を
叩
か
る
老
い
の
仲
間
に
入
り
て 

わ
れ
も 

 

漁
火
の
四
五
六
見
え
て
黄
昏
る
る
若
狭
の
海
よ 

平
安
に
あ
れ 

 

師
の
卒
寿
祝
う
こ
こ
ろ
は
何
な
る
や
学
び
し
感
謝 

う
れ
し
さ
ば
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
平
成
13
年
３
月
21
日
発
行
） 

若
狭
の
海
　
　
　
　
奥
本
　
守

 

○ おさの音 
松岡　幾男 

 
　著者は、備後の国、広島県深安郡
神辺町川北の生まれ。著書紹介に、
昭和14年６月の生まれと記されてい
るから現在、67歳とお見受けされる。
検事をお勤め、他著に「英彦山がら
がら」「私の土佐日記」があると簡
潔に記されているのみだが、著名な
作家井伏鱒二先生の出身地加茂町粟
根の話も書かれている。福山城の博
物館で開かれた「日本の色絵磁器・
姫谷・伊万里・九谷展」の話など興
味深く読まれる。著書が真の町おこ
しはその歴史と文化をひろく地元の
人たちの啓蒙からはじまると結ばれ
ていることは貴重な提言である。そ
れにしても如何なる経路で、この本
がわが自分史図書館へ寄せられたの
か、調べてみたいものである。 

・・ 



歌集　火の匂ひ 
医者のうた 
詩集　私の内なる島へ 
歌集　妻よ 
如月通信 
歌集　弥生光 
歌集　女王蜂 
しづかの海 
青銅の鶴 
きりんよ空を翔べ 

○ 図書館人生五十年 
大村　秀明 

　図書館に生きた木村さん
の半世紀、貴重な回顧録で
ある。あとがきに「県の課
長職のポストが一つ空いた
から移らないかと勧奨され
た事がある。その好意を辞
退したら、呆れられた。そ
れほど図書館での職場は評
価されていなかった」と語
られている。読みながら、
戦後、経済「金、金と追い
まわし、心を喪失した日本
人」の現況が推察されてく
る。 
　ホリエモン問題にも象徴
される「心の貧困」は、行
政面での人事評価にもつな
がる。図書館は「心の、英
知の貯蔵庫」であるのだ。 

○ 新・山中トンネル水路 
河津　武俊 

　大分県日田市のお医者さ
んで、本紙でも紹介した『秋
澄』などの作家河津先生の
ドキュメンタリーである。 
　「水力発電」の原郷地と
もいえる筑後川水系の源流
域　山中トンネル水路の構
造。河津先生は、十五の発
電所の神秘と驚異、ロマン
を探訪まとめあげられた力
作。その着想の動機は、お
医者さんらしく、「電気溝」
と呼ばれる水路脇で縊死体
検案に始まる。この即物的
な「電気溝」という表現に
触発され、深緑の水の流れ
への思い入れから、山中に
トンネルを掘り、川水を導
水し、発電所を設置の地域
は世界にもあまり例がない
とのことだ。 

○ 森を創る 
鈴木　明雄 

　著者は、エステー化学の
社長さん。エステー化学と
は～、防虫剤メーカーから
除湿剤、家庭用手袋、芳香
剤などのトップメーカで有
名。自分史題名を「森を創
る」とされたのは、一本の
木から林へ、そして森を創
るという経営の理念から～。 
　明治神宮近くの原宿生ま
れで、荘厳な神宮の森を仰
いで育ったと回顧され、森
こそ日本人の心のふるさと
と語られている。おりにふ
れての随想集とも言える一
冊だが、「北辰、その所に
居て、衆生これを廻る」と
いう孔子の「論語」の詞か
ら読みとられた感慨など味
読させられる。「休日画家」
と称されているが、絵画作
品もすばらしい。文化、芸
術家、社長さんである。 

○ ふくおか無名山 
　福岡やぶこぎ探検隊 

滝澤　昭正 
　滝澤さんは、無名山をこ
のまま放置すれば山は荒廃
してしまうとの切実な思い
から問題提起からの発想で
あった。ところが反響の多
くが好意的で、里山志向に
拍車をかけ相乗的な効果を
みたようだと述べられてい
る。 
　八女地区でとりあげられ
ているのは、森の塚山、カ
ラ迫岳、高峰、大山、星塚
山、雌岳雄岳、姫御前岳、
戸の山、竹山、コスダ山、
城山、文字岳、休鹿山、前
門岳などのようだが、これ
らの無名山をさらに光ある
名山への整備を期待したい。 

受贈図書紹介 蔵書目録 ができました 
￥１６０ 送料込（郵便切手可） 14

順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時30分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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